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 緊急通報システム  

【対  象】 次のいずれかに該当される方 

①６５歳以上のひとりぐらし，高齢者のみの世帯また

は日中高齢者１人となる世帯で，心疾患等のため日常

生活を営むうえで常時注意を要する方 

②７５歳以上のひとりぐらしの方 

 

 

【内  容】 自宅に専用通報機を設置し，緊急時に，ペンダント

型の無線発報器（自宅内のみ）の緊急ボタンを押すこ

とにより，救急車による救助を得ることができます。 

※緊急連絡先の登録が必須です。 

※自宅の鍵（入室までの鍵が複数ある場合は全て）を 

委託事業者に２本預ける必要があります。 

※委託事業者以外の防犯システムを利用している場合 

は利用できません。 

【 利 用 料 】 無料 ※電気・電話料金はかかります。また，紛失・ 

破損による交換には別途料金がかかります。 

【窓  口】 ①各地域包括支援センター （Ｐ，２～７） 

       ②高齢者支援室高齢福祉担当          

※②の窓口では，７５歳以上のひとりぐらしの方ご本

人の窓口申請のみ受付けます（ただし，心疾患等の慢性

疾患のない方）。 

【 問 合 せ 】 高齢福祉担当  ☎０４２－４８１－７１５０ 

【類  似】 シルバーホンあんしんＳⅤⅠ 

 NTTの有料サービスです。 

       （０１２０－５０６－１１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用についての具体的な相談は，各地域包括支援センターでお受けします。 

機器・介護用品 
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 人感センサー安否通報システム 

【対  象】 市の緊急通報システムを利用しているひとりぐらし

の方 

【内  容】 自宅室内に人の動きを感知するセンサーを設置し， 

１２時間以上室内で動きが感知されない場合に，異常 

事態として検知し，安否確認を行います。 

※外出時及び帰宅時は，自宅室内に設置している機器 

にスティック状のライフカードを挿入・引き抜く操作 

があります。 

【 利 用 料 】 無料 ※機器使用のための電気料金は利用者負担 

紛失・破損による交換には別途料金がかかります。 

【注意事項】 ①緊急通報システム（Ｐ，５３）を利用していることが必要 

        ②賃貸住宅の場合は，建物所有者等の事前同意が必要 

【窓  口】  各地域包括支援センター （Ｐ，２～７） 

７５歳以上のひとりぐらしの方ご本人の窓口申請のみ，高 

齢福祉担当で受付けます（ただし，心疾患等の慢性疾患のな

い方）。 

【 問 合 せ 】 高齢福祉担当  ☎０４２－４８１－７１５０ 

                       

 

 

 

 認知症徘徊高齢者探知システム 

【対  象】 認知症の診断があり，徘徊の症状が顕著に見られる

６５歳以上の方と同居又は近隣に居住している介護者 

       ※施設入所者は対象外です。 

 

 

【内  容】 徘徊のある方に探知機を所持させることにより，徘

徊者の位置を特定するサービスです。 

【 利 用 料 】 無料 ※ただし，現場急行サービスをご利用の場合

や紛失・破損による交換には別途料金がかかります。 

【窓  口】 各地域包括支援センター （Ｐ，２～７） 

【 問 合 せ 】 高齢福祉担当  ☎０４２－４８１－７１５０ 

 

利用についての具体的な相談は，各地域包括支援センターでお受けします。 



 －５５－ 

 おむつ代の助成 

【対  象】 ６５歳以上で病院に入院し，入院中のおむつ代を負

担している方 

（ただし，介護療養型病床，介護医療院，特別養護老

人ホーム，介護老人保健施設などの介護保険施設に入

院・入所されている方及び生活保護受給世帯を除く。） 

【内  容】 おむつ代を月額１０，０００円まで助成します。 

      （入院期間中に負担したおむつ代のみ対象です。） 

      ※おむつ代の助成・紙おむつの給付は同月内での併用

はできません。 

【申  請】 助成請求前に申請手続きが必要です。原則として，

新規に申請した月分から助成の対象となります。ただ

し，入院月が申請した月の前月以前の場合，申請した

月の前月分から助成の対象とします。 

【請求手続】 請求締切月（４・８・１２月）の各１５日（土日祝

の場合は，直前の平日）までに，おむつ代の領収書の

コピー及び病院の入院費の領収書のコピーと印鑑，振

込口座番号の分かるもの（初回のみ）を高齢福祉担当

にご持参ください。なお，地域包括支援センターでは

請求手続きができません。 

       ※請求締切日直前は混雑します。請求は随時受け付け

ていますので，退院等した場合には，早めのお手続き

をお願いします。 

【窓  口】 高齢福祉担当  ☎０４２－４８１－７１５０ 

各地域包括支援センター （Ｐ，２～７） 

 



 －５６－ 

 紙おむつの給付 

【対  象】 介護保険の要介護３以上の認定を受けた方のうち,常

時おむつを使用している方，または要支援２から要介

護２までの認定を受けた方のうち，疾病等により常時

失禁状態にある方 

※配達は市内に限ります。特別養護老人ホームや介護

老人保健施設などの介護保険施設に入所中や調布市外

に居住（施設入所等）されている方は除きます。 

      ※要支援２から要介護２までの方は，疾病等により常

時失禁状態にあることを，医師の意見書（自己負担）

の提出で証明してもらう必要があります。 

【申  請】 本人または親族の方が，下記窓口までお越しくださ

い。原則としてケアマネジャー等の第三者は代行申請

できません。 

【内  容】 業者を通じて月の１５日までに１回，紙おむつを無

料でお届けします。次ページの白十字・クレシアの各

組合せ表の中から必要数をお選びください。月毎に内

容変更はできますが，当月内での変更・再開等はできま

せん。 

      ※申請された月の翌月からお届けします。ただし，要

支援２から要介護２までの方は，市で医師の意見書を

受理した月の翌月からのお届けとなります。 

※おむつ代の助成・紙おむつの給付は同月内での併用

はできません。  

※配達時に不在の時は，『不在連絡票』が置かれます

ので，宅配業者に連絡してください。２０日までに連

絡がない場合は，その月の配達は中止になります。 

【窓  口】  高齢福祉担当  ☎０４２－４８１－７１５０ 

各地域包括支援センター （Ｐ，２～７） 
 

内容変更や中止，要介護３以上の方の再開のご連絡※前月末まで 

宅配業者：白十字販売株式会社 

☎０１２０－６６１－６０２   《通話料無料》 

   午前９時～午後５時(月曜～金曜日(土日祝除く)) 

要介護２以下の方の再開のご連絡※前月末まで 

高齢福祉担当    ☎０４２－４８１－７１５０ 

   午前８時半～午後５時(月曜～金曜日(土日祝除く))      


